
○2050年地球温暖化対策、温室効果ガス排出量「０」に向けたカーボンニュートラルの取り組み施策の
⼀つ。

○三⽅が海に開けている男⿅市の観光ポテンシャルを⽣かし、「海×脱炭素×地域経済循環」をキー
ワードに、漁業者が海藻増養殖に取り組むことで、海洋資源が維持・再⽣され、ブルーカーボンによ
る脱炭素が期待されると同時に認証後における海産物類のブランド化による活性化を期待する。

88地球温暖化対策に向けたブルーカーボンの取組：⼾賀港（秋⽥県男⿅市)
概 要概 要

効 果・期待する目標効 果・期待する目標
海業の取組概要海業の取組概要

秋⽥県⼾賀港

協力体制協力体制

スケジュールスケジュール

令和７年２⽉ 秘密保持契約
令和７年３⽉協定締結、報道発表
令和７年３⽉〜令和８年３⽉ ドロー
ンなどによる海洋調査検証
令和８年３⽉ ブルークレジット認証
取得申請

・男⿅市・秋⽥県⽔産振興センター
・秋⽥県漁業協同組合・秋⽥県⽴⼤学
・東⽇本電信電話株式会社宮城事業部

様式２

ワカメアカモク

各種依頼

●ブルーカーボン所有権
●各種申請事務
（認証取得・認証後の諸手続き）
●カーボンクレジット管理
●各種取得データ管理
（CO2吸収量等）

男鹿市

加工会社等

①生ワカメの買い付け（仕入れ）
 加工・販売

・PKG作成 ・袋詰め
・営業（販売先確保） 等

加工工場

漁業協同組合

収穫

・ワカメ養殖情報
・アカモク収穫情報

データの共有
（情報交換）

●ICT（ドローン＆AI）を活用
 した湾内データ収集

・ドローン空撮（海面写真）と
収穫量を照らし合わせたAIに
よる生育状況の把握とCO2
収穫予測

・CO２濃度等の教師データ取得
とAI解析

NTT東

データの共有
（情報交換）

●アカモク生育
●コンクリート増殖礁の清掃
●アカモク種付け
●生育状況確認
●各種データ収集からの分析
●考察

秋田県水産振興センター
秋田県立大学

増殖礁
清掃等

手続き等

JBE
BC売却 代金

オフセット希望会社等

・減少傾向にあるアカモクの再⽣に努
める。令和６年０トン→令和１１年５
トン。
・販路が少ないことで⽣産を抑えてい
るため、新たな販路を確⽴し、養殖ワ
カメの⽣産拡⼤に努める。令和６年２
３トン→令和１１年１００トン※。

消費者

各種依頼

※⼾賀湾全体のリソースを最⼤限活⽤した場合


